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(57)【要約】
　本発明の実施形態は、駐車場通知モジュール（４９０
）を備えることを特徴とするナビゲーション装置（７３
１、８３１、９３１）に関する。その場合上記ナビゲー
ション装置は、駐車場の所在地を示すメッセージ（７３
０、８３０、９３０）を無線で受信するように構成され
ると共に、これに応答して、駐車場通知モジュール（４
９０）は上記駐車場の所在地の表示を表示装置（２４０
）上に表示するか、上記駐車場の所在地を目的地の所在
地として選択するかのいずれかを行うように構成される
範囲は本明細書に記載の特定の構成に限定されるのでは
なく、添付の請求の範囲の範囲に含まれる全ての構成、
並びにそれらに対する変更及び変形を含むように拡張さ
れることが理解されるであろう。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　駐車場通知モジュール（４９０）を備えたナビゲーション装置（７３１、８３１、９３
１）であって、前記ナビゲーション装置は、駐車場の所在地を示すメッセージ（７３０、
８３０、９３０）を無線で受信するように構成され、このメッセージに応答して、前記駐
車場通知モジュール（４９０）は、前記駐車場の前記所在地の表示を表示装置（２４０）
上に表示するか、あるいは、前記駐車場の前記所在地を目的地の所在地として選択するか
のいずれかを行うように構成されることを特徴とするナビゲーション装置（７３１、８３
１、９３１）。
【請求項２】
　前記メッセージは前記駐車場が利用可能になった時刻を示すと共に、前記駐車場通知モ
ジュール（４９０）は、前記駐車場の前記所在地の表示と、前記駐車場が利用可能になっ
た前記時刻の表示と、を前記表示装置（２４０）上に表示するように構成されることを特
徴とする請求項１に記載のナビゲーション装置（７３１、８３１、９３１）。
【請求項３】
　前記駐車場通知モジュール（４９０）は、利用可能になってからの経過時間が所定の継
続時間未満である駐車場のみの１以上の表示を、前記表示装置（２４０）上に表示するよ
うに構成されることを特徴とする請求項１または２に記載のナビゲーション装置（７３１
、８３１、９３１）。
【請求項４】
　前記駐車場通知モジュール（４９０）は、前記表示装置（２４０）上に表示される地図
データの表示によって前記駐車場の前記所在地を示すように構成されることを特徴とする
請求項１乃至３のいずれか１項に記載のナビゲーション装置（７３１、８３１、９３１）
。
【請求項５】
　前記地図の前記表示は遠近法によって前記表示装置（２４０）上に表示され、かつ、前
記駐車場の前記所在地の表示は前記遠近法に従って前記地図上に表示されることを特徴と
する請求項４に記載のナビゲーション装置（７３１、８３１、９３１）。
【請求項６】
　前記メッセージ（７３０、８３０、９３０）は複数の利用可能な駐車場を示し、かつ、
前記駐車場通知モジュール（４９０）は前記表示装置（２４０）上に利用可能な駐車場の
数の表示を表示するように構成されることを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に
記載のナビゲーション装置（７３１、８３１、９３１）。
【請求項７】
　前記駐車場の前記所在地の表示は前記ナビゲーション装置の現在地からの距離の表示で
あることを特徴とする請求項１乃至６のいずれか１項に記載のナビゲーション装置（７３
１、８３１、９３１）。
【請求項８】
　前記駐車場の前記所在地の表示は、経路案内用の目的地の所在地として前記駐車場の前
記所在地を選択するようにユーザによって操作可能であることを特徴とする請求項１乃至
７のいずれか１項に記載のナビゲーション装置（７３１、８３１、９３１）。
【請求項９】
　前記駐車場通知モジュールは、前記現在地に従って前記利用可能な駐車場の通知を要請
するために前記ナビゲーション装置（７３１、８３１、９３１）の現在地を示すメッセー
ジを送信するように構成されることを特徴とする請求項１乃至８のいずれか１項に記載の
ナビゲーション装置（７３１、８３１、９３１）。
【請求項１０】
　ナビゲーション装置（２００）において用いる方法であって、
　利用可能な駐車場の所在地を示すメッセージを受信するステップと、
　前記駐車場の前記所在地の表示を表示装置（２４０）上に表示するか、あるいは、目的
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地の所在地として前記駐車場の前記所在地を選択するステップとを有することを特徴とす
る方法。
【請求項１１】
　前記メッセージは、前記駐車場がいつ利用可能になったかを示すための時刻情報を含み
、前記時刻情報に基づいて、前記駐車場が利用可能になってからの持続時間を表す表示を
前記表示装置（２４０）上に提供するステップを有することを特徴とする請求項１０に記
載の方法。
【請求項１２】
　前記駐車場が利用可能になってからの前記持続時間を表す前記表示は、前記持続時間を
示す１以上のテキスト情報又はカラー情報であることを特徴とする請求項１１に記載の方
法。
【請求項１３】
　経路ガイダンス用の目的地の所在地として利用可能な駐車場を選択するためにユーザ入
力を受信するステップを含むことを特徴とする請求項１０乃至１２のいずれか１項に記載
の方法。
【請求項１４】
　前記表示装置（２４０）上に表示された地図に適用される遠近法に従って前記駐車場の
前記所在地の表示サイズを決定するステップと、
　前記地図と共に前記表示装置（２４０）上に前記表示を表示するステップとを有するこ
とを特徴とする請求項１０乃至１３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１５】
　前記ナビゲーション装置の現在地が前記駐車場から所定の距離の範囲内に存在する場合
、目的地の所在地として前記駐車場の前記所在地を選択するステップを有することを特徴
とする請求項１０に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は駐車場情報を提供するためのナビゲーション装置及び方法に関する。本発明の
諸実施例は、ポータブルナビゲーション装置（いわゆるＰＮＤ）に関し、特に、全地球測
位システム（ＧＰＳ）信号の受信及び処理機能を含むＰＮＤに関する。さらに一般的に言
えば、別の実施形態が、ナビゲーションソフトウェアを実行して、経路計画と、好適には
、ナビゲーションや機能性も提供できるように構成された任意の種類の処理装置に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　ＧＰＳ（全地球測位システム：Global Positioning System）信号の受信及び処理機能
を含むポータブルナビゲーション装置（ＰＮＤ）が周知であり、車載用あるいは他の車両
用ナビゲーションシステムとして広く採用されている。
【０００３】
　一般的には、現代のＰＮＤは、プロセッサ、メモリ（揮発性と不揮発性メモリのうちの
少なくとも一方であり、通常これら双方のメモリ）並びに当該メモリ内に格納された地図
データとを備えている。これらのプロセッサ及びメモリは協働して、ソフトウェアオペレ
ーティングシステムを確立できる実行環境を提供する。さらに、ＰＮＤの機能性を制御可
能にするために、かつ、その他の種々の機能を提供するために１以上の追加のソフトウェ
アプログラムが提供されることが一般的である。
【０００４】
　通常、これらの装置は、ユーザが装置と対話を行い、かつ、装置の制御を可能にする１
以上の入力インタフェースと、情報をユーザへ中継できるようにする１以上の出力インタ
フェースとをさらに備えている。出力インタフェースの実例としては、視覚表示装置と、
可聴出力用スピーカとが含まれている。入力インタフェースの実例としては、装置のオン
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／オフ動作又は他の特徴を制御するための１以上の物理ボタン（これらのボタンは、必ず
しも装置自体に存在する必要はなく、装置が車両内に組み込まれている場合にはステアリ
ングホイール上に存在してもよい）と、ユーザの音声を検出するためのマイクとが含まれ
ている。ある特定の好適な構成では、出力インタフェースディスプレイは、ユーザが接触
により装置の動作を可能にする入力インタフェースを追加して提供できるように、（タッ
チパネル式オーバーレイによる、あるいは別様の）タッチパネル式ディスプレイとして構
成されてもよい。
【０００５】
　また、この種の装置には、装置間で電力及びオプションとしてデータ信号の送受信を可
能にする１以上の物理コネクタインタフェースと、オプションとして、セルラ通信、並び
にその他の信号ネットワーク及びデータネットワーク、例えばＷｉ－Ｆｉ、Ｗｉ－Ｍａｘ
、ＧＳＭ、等を介する通信を可能にする１以上の無線送信機／受信機が含まれる場合も多
い。
【０００６】
　この種のＰＮＤ装置にはＧＰＳアンテナもさらに含まれ、このアンテナによって、位置
データを含む衛星放送信号が受信され、その後この信号が処理されて装置の現在地の判定
が可能となる。
【０００７】
　ＰＮＤ装置はまた、現在の角加速度及び直線加速度を判定するために、並びに、その後
ＧＰＳ信号から取得される所在地情報と関連して装置及びこの装置を搭載している車両の
速度及び相対変位を判定するために処理可能な信号を生成する電子ジャイロスコープ及び
加速度計をさらに含んでもよい。通常、上記のような特徴は、車載搭載型ナビゲーション
システムに装備されるのが最も一般的ではあるが、ＰＮＤに装備する方が好都合な場合は
ＰＮＤ装置に装備されてもよい。
【０００８】
　このようなＰＮＤの有用性は、第１の所在地（通常出発地又は現在地）と第２の所在地
（通常目的地）との間の経路を決定するその能力において主に示される。これらの所在地
は、例えば、郵便番号、街路名及び番地、事前に格納されている「周知の」目的地（名所
、市営の場所（運動場又は水泳プール等）又は他の関心のある地点等）及びお気に入りの
目的地又は最近訪問した目的地等であり、様々な異なる方法のうち任意の方法によって装
置のユーザにより入力可能である。
【０００９】
　通常、ＰＮＤは、地図データから得られる出発地の住所所在地位置と目的地の住所所在
地との間の「最善」又は「最適」経路を計算するソフトウェアによって作動可能にされる
。「最善」又は「最適」経路が所定の基準に基づいて決定され、この経路は必ずしも最速
又は最短の経路である必要はない。運転者を案内する際に沿って進む経路の選択は非常に
高度の選択であり、この選択された経路は、既存の交通道路情報、予測される交通道路情
報、動的受信と無線受信の少なくともいずれかで受信される交通道路情報、道路速度に関
する履歴情報、並びに、道路選択の決定要因に対応する運転者自身の基本設定（例えば運
転者は、経路が高速自動車道路又は有料道路を含むべきではないと指定してもよい）を考
慮に入れてもよい。
【００１０】
　さらに装置は、道路及び交通の状態を連続的に監視し、変化した状態に起因して、残り
の行程の実行経路を変更するように提案又は選択してもよい。種々の技術（例えば、移動
電話のデータ交換、固定カメラ、ＧＰＳによる海運の追跡）に基づくリアルタイムの交通
監視システムが、交通の遅延を識別しかつ通知システムに情報を供給するために利用され
ている。
【００１１】
　この種のＰＮＤは、通常車両のダッシュボード又はフロントガラスに搭載されるが、車
両のラジオに搭載されたコンピュータの一部あるいは車両自体の制御システムの一部とし
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て形成されてもよい。ナビゲーション装置は、ＰＤＡ（ポータブル・デジタルアシスタン
ト）、メディアプレーヤ又は移動電話等のようなハンドヘルドシステムの一部であっても
よく、その場合、ハンドヘルドシステムの標準的な機能性は、経路計算と計算済みの経路
に沿って進むナビゲーションの双方を実行するためのソフトウェアを装置にインストール
することにより拡張される。
【００１２】
　経路計画／ナビゲーション機能性は、適切なソフトウェアを実行するデスクトップ又は
移動演算リソースにより提供されてもよい。例えば、イギリス王立自動車クラブ（ＲＡＣ
）は、ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｒａｃ．ｃｏ．ｕｋにおいてオンライン経路計画／ナビゲ
ーション機能を提供している。この機能により、ユーザは出発点及び目的地を入力でき、
その結果、ユーザのＰＣが接続されているサーバは経路（この経路の諸側面に関してはユ
ーザが指定してもよい）を計算し、地図を生成し、選択された出発点から選択された目的
地までユーザを案内するための包括的なナビゲーション指示の集合を生成する。この機能
は、計算済み経路の擬似３次元レンダリングを提供すると共に、経路に沿って移動するユ
ーザのシミュレーションを行い、次いで、このシミュレーションによって上記計算済み経
路のプレビューをユーザに提供する経路プレビュー機能性をさらに提供する。
【００１３】
　ＰＮＤの場合、経路が計算されるとすぐに、ユーザはナビゲーション装置と対話を行い
、オプションとして提案される経路のリストのなかから所望の計算済み経路を選択する。
オプションとして、ユーザは、例えば、ある特定の行程に対して特定の経路、道路、場所
又は基準を避けるべきであることを指定するか、あるいは、それらが必須のものであるこ
とを指定することにより、経路の選択処理に介入したり、経路の選択処理を案内したりし
てもよい。ＰＮＤの経路計算の側面は１つの主要機能を形成するものであるが、このよう
な経路に沿って進むナビゲーションはまた別の主要機能となる。
【００１４】
　計算済みの経路に沿って進むナビゲーション中に、上記のようなＰＮＤが、選択済みの
経路に沿ってその経路の終点、すなわち所望の目的地までユーザを案内するための視覚指
示と可聴指示の少なくともいずれかの指示を提供することは一般的である。また、ＰＮＤ
がナビゲーション中に地図情報を画面上に表示することも一般的であり、装置が車両搭載
型ナビゲーション用として使用されている場合、このような情報は画面上で定期的に更新
されて、表示される地図情報が装置の、従ってユーザの又はユーザ車両の現在地を示すよ
うになっている。
【００１５】
　画面上に表示されるアイコンは、通常、装置の現在地を示し、かつ、装置の現在地の近
辺にある現在の道路及び周辺道路の地図情報、並びに同様に表示されている他の地図特徴
の表示における中央に配置される。さらにナビゲーション情報は、オプションとして、表
示される地図情報の上方、下方又は片側のステータスバーに表示されてもよく、このよう
なナビゲーション情報の例には、ユーザが行う必要のある次の方向転換までの現在の道路
からの距離が含まれ、例えば左折や右折のような特定の種類の方向転換を示すさらなるア
イコンによって上記方向転換の性質を表すことも可能である。また、上記ナビゲーション
機能は、ユーザを経路に沿って案内する可聴指示の内容、継続時間及びタイミングを決定
する。理解されるように、「１００ｍ先を左折」等の単純な指示が多大の処理及び解析を
必要とすることになる。上述のように、ユーザによる装置との対話はタッチスクリーンに
より行われてもよいし、あるいは、上記に加えてあるいは上記の代わりに、このユーザに
よる対話はステアリングコラムに搭載された遠隔制御装置により、音声起動により、ある
いは、他の任意の適切な方法により行われてもよい。
【００１６】
　装置により提供されるさらなる重要な機能として、経路の自動再計算がある。経路の自
動再計算は、ナビゲーション中に、事前に計算済みの経路からユーザが（誤って又は故意
に）外れた場合や、別の経路の方が適切であるとリアルタイムの交通状態が示し、かつ、
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装置がそのような状態を適切に自動認識することが可能である場合、あるいは、ユーザが
何らかの理由で積極的に経路の再計算を装置に実行させる場合に行われる。
【００１７】
　また、ユーザが定義した基準で経路計算が可能であることも知られている。例えば、ユ
ーザは、より景色のよい経路を装置が計算することを望んでもよいし、あるいは、交通渋
滞の可能性が高いか、交通渋滞が予想されるか若しくは交通渋滞が現在発生しているいず
れの道路も回避することを装置に望んでもよい。その場合、装置のソフトウェアは種々の
経路を計算し、例えば、景勝地の例としてタグ付けられた（ＰＯＩとして知られている）
地点情報が経路に沿って最も多く含まれている経路の方をより有利になるように重み付け
たり、あるいは、特定の道路で発生しやすい交通状態を示す格納済み情報を利用したりす
ることによって、発生しやすい渋滞や、渋滞による遅延レベルに関して計算された経路の
順序付けを行う。他のＰＯＩ及び交通情報を利用する経路計算及びナビゲーション基準も
可能である。
【００１８】
　経路計算機能及びナビゲーション機能は、ＰＮＤの有用性全体の基本になるものではあ
るが、装置を単に情報表示用として、すなわち「自由運転」用として使用することも可能
である。その場合、装置の現在地に関連する地図情報のみが表示され、経路は計算されず
、装置によるナビゲーションはその時点では実行されない。このような動作モードは、ユ
ーザが移動の際に沿って進むべき望ましい経路を既に知っていて、ナビゲーションによる
補助を必要としないときに適用可能である場合が多い。
【００１９】
　上述の種類の装置、例えば、TomTom International B．V．により製造及び供給される
７２０Ｔモデルは、ユーザが１つの位置から別の位置へナビゲートできるようにする信頼
性の高い手段を提供する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００２０】
　ナビゲーション装置が、地点情報として地図データに格納されていたり、地図データと
共に格納されていたりすることが多い駐車場へユーザを向かわせることができるのに対し
て、特に交通量の多い都市では、しばしば駐車場が満杯になっていることがある。さらに
、利用可能な路上駐車スペースは特に交通量の多い都市では見つけるのが困難である。
【００２１】
　上記問題を解決すること、特に、車両駐車スペースを発見する際にユーザを支援するこ
とが本発明の目的である。
【課題を解決するための手段】
【００２２】
　この目的を果たすために、本発明の現時点で好ましい実施形態が、駐車場通知モジュー
ルを備えたナビゲーション装置を提供する。その場合上記ナビゲーション装置は、駐車場
の所在地を示すメッセージを無線で受信するように構成され、このメッセージに応答して
、駐車場通知モジュールは上記駐車場の所在地の表示を表示装置上に表示するか、上記駐
車場の所在地を目的地の所在地として選択するかのいずれかを行うように構成される。
【００２３】
　本発明の別の好ましい実施形態は、ナビゲーション装置において用いる方法であって、
利用可能な駐車場の所在地を示すメッセージを受信するステップと、上記駐車場の所在地
の表示を表示装置上に表示するステップ、あるいは、上記駐車場の所在地を目的地の所在
地として選択するステップとを有する方法を提供する。上記メッセージは複数の利用可能
な駐車場を示すことができると共に、上記方法は上記メッセージ内の表示に基づいて上記
複数の利用可能な駐車場の表示を表示するステップを含んでもよい。
【００２４】
　本発明の別の実施形態は、車両搭載型装置を搬送する車両の現在地を決定すると共に、



(7) JP 2011-525977 A 2011.9.29

10

20

30

40

50

無線でデータを伝送する１以上の車両搭載型装置であって、駐車場を出る車両を判別し、
この判別に応答して、上記駐車場の所在地を示すメッセージを送信するように構成された
車両搭載型装置と、駐車場通知モジュールを備えた１以上のナビゲーション装置とを備え
、その場合、上記ナビゲーション装置は、上記駐車場の所在地を示すメッセージを無線で
受信するように構成されると共に、この受信に応答して、上記駐車場通知モジュールは、
上記駐車場の所在地の表示を表示装置上に表示するか、上記駐車場の所在地を目的地の所
在位置として選択するかのいずれかを行うように構成されることを特徴とするシステムを
提供する。
【００２５】
　本発明の別の実施形態は、プロセッサと、無線でデータを受信する受信機と、ディスプ
レイとを備えたナビゲーション装置に関し、上記受信機は、利用可能な駐車場の所在地を
示す駐車場利用可能メッセージを受信するように構成されると共に、上記ナビゲーション
装置は、上記駐車場の所在地の表示を表示装置上に表示するか、上記駐車場の所在地を目
的地の所在地として選択するかのいずれかを行うように構成された駐車場通知モジュール
を備えることを特徴とする。
【００２６】
　本発明の別の実施形態は、ナビゲーション装置において用いる方法に関するものであり
、該方法は、利用可能な駐車場の所在地を示すメッセージを受信するステップと、上記駐
車場の所在地の表示を表示装置上に表示するステップか目的地の所在地として上記駐車場
の所在地を選択するステップかのいずれかのステップとを有すること特徴とする。
【００２７】
　本発明のさらに別の実施形態は、１以上の動作可能なソフトウェアモジュールを有する
コンピュータソフトウェアに関し、該コンピュータソフトウェアは、実行環境において実
行されると、利用可能な駐車場の所在地を示すメッセージをプロセッサに受信させ、かつ
、上記駐車場の所在地の表示を表示装置（２４０）上に表示させるか、上記駐車場の所在
地として目的地の所在地を選択させるかのいずれかをプロセッサに行わせるようになって
いる。
【００２８】
　以下上記実施形態の利点について説明し、上記各実施形態のさらなる詳細及び特徴につ
いては、添付の従属請求項及び以下の詳細な説明において定義される。
【００２９】
　本発明の教示の種々の側面及び上記教示を実施する構成について、添付図面を参照しな
がら説明のための実施例を用いて以下説明する。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】全地球測位システム（ＧＰＳ）の概略図である。
【図２】ナビゲーション装置を提供するように構成された電子構成要素の概略図である。
【図３】ナビゲーション装置が無線通信チャネルを介して情報を受信することができる方
法を示す概略図である。
【図４Ａ】ナビゲーション装置の例示の透視図である。
【図４Ｂ】ナビゲーション装置の例示の透視図である。
【図５】ナビゲーション装置により採用されたソフトウェアの概略代表図である。
【図６】本発明の実施形態に係るナビゲーション装置のディスプレイから撮られた例示の
スクリーンショットである。
【図７】本発明の実施形態に係るナビゲーション装置のディスプレイに表示された画像項
目である。
【図８】本発明の実施形態に係るシステムを図示する概略図である。
【図９】本発明の実施形態に係るシステムを図示する概略図である。
【図１０】本発明の実施形態に係るシステムを図示する概略図である。
【図１１】本発明の実施形態に係る方法を例示するフローチャートである。
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【図１２】本発明の実施形態に係るシステムを図示する概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００３１】
　以下、ＰＮＤを特に参照しながら本発明の推奨実施形態について説明する。しかし、本
発明の教示はＰＮＤに限定されるものではなく、ナビゲーションソフトウェアを実行する
ことにより経路計画／ナビゲーションの機能性を提供するように構成される任意の種類の
処理装置に一般に適用可能であることに留意するべきである。したがって、本出願の説明
においてナビゲーション装置は、ＰＮＤとして、車両内に組み込まれたナビゲーション装
置として、あるいは、経路計画／ナビゲーションソフトウェアを実行する（デスクトップ
コンピュータ又はポータブルパーソナルコンピュータ（ＰＣ）、移動電話又はポータブル
デジタルアシスタント（ＰＤＡ）のような）演算リソースとして、装置が実現されるかど
うかに関わりなく、任意の種類の経路計画／ナビゲーション装置を（制限なく）含むこと
を意図するものである。
【００３２】
　また、ユーザが１つの地点から別の地点へナビゲートする方法に関する指示を求めてい
るのではなく、単に所定の場所のビューの提供を所望している状況においてさえ、本発明
の教示が有用であることは以下の説明から明らかになるであろう。このような状況におい
て、ユーザにより選択された「目的地」の所在地は、ユーザがナビゲーションの開始を所
望する起点となる、対応する出発地の所在地を有する必要はなく、したがって、「目的地
」の所在地又は実際の「目的地」のビューに対する本明細書の参照は、経路の生成が不可
欠であるとか、「目的地」への移動を実行する必要があるとか、あるいは、実際に目的地
の存在が対応する出発地の所在地の指定を必要とするとかを意味すると解釈されるべきで
はない。
【００３３】
　上述の条件を考慮にいれて、図１は、ナビゲーション装置により使用可能な全地球測位
システム（ＧＰＳ）の一例を示す図である。そのようなシステムは周知であり、種々の目
的に使用される。一般に、ＧＰＳは、連続的な位置、速度、時間及びいくつかの例におい
ては方向情報を無数のユーザに対して判定できる衛星無線ナビゲーションシステムである
。以前はＮＡＶＳＴＡＲとして周知であったが、ＧＰＳは極めて正確な軌道で地球を周回
する複数の衛星を使用する。これらの正確な軌道に基づいて、ＧＰＳ衛星は、それらの場
所を任意の数の受信装置に中継できる。
【００３４】
　ＧＰＳデータを受信する能力を特別に備える装置がＧＰＳ衛星信号に対する無線周波数
の走査を開始する場合、ＧＰＳシステムは実現される。ＧＰＳ衛星から無線信号を受信す
ると、装置は、複数の異なる従来の方法のうちの１つを用いて、その衛星の正確な場所を
判定する。殆どの例において、装置は、少なくとも３つの異なる衛星信号を取得するまで
信号の走査を継続する（尚、位置は、通常は２つの信号のみでは判定されないが、他の三
角測量技術を使用して２つの信号から判定することもできる）。幾何学的三角測量を実現
する場合、受信機は、３つの既知の位置を利用して、衛星に対する自身の２次元位置を判
定する。これは、周知の方法で行われる。更に、第４の衛星信号を取得することにより、
受信装置は、同一の幾何学計算によって周知の方法でその３次元位置を計算できる。位置
及び速度データは、無数のユーザにより連続的にリアルタイムで更新可能である。
【００３５】
　図１に示すように、ＧＰＳシステム全体を参照番号１００で示す。複数の衛星１２０は
、地球１２４の周囲の軌道上にある。各衛星１２０の軌道は、他の衛星１２０の軌道と必
ずしも同期せず、実際には非同期であることが多い。ＧＰＳ受信機１４０が、種々の衛星
１２０からスペクトル拡散ＧＰＳ衛星信号１６０を受信するように示されている。
【００３６】
　各衛星１２０から連続的に送信されるスペクトル拡散信号１６０は、極めて正確な原子
時計を用いて達成される非常に正確な周波数標準を利用する。各衛星１２０は、そのデー
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タ信号送信１６０の一部として、その特定の衛星１２０を示すデータストリームを送信す
る。一般に、ＧＰＳ受信機１４０が三角測量によりその２次元位置を計算するために、Ｇ
ＰＳ受信機１４０は少なくとも３つの衛星１２０からスペクトル拡散ＧＰＳ衛星信号１６
０を取得することが当業者には理解される。更なる信号を取得すると、全部で４つの衛星
１２０から信号１６０を取得する結果となり、これによってＧＰＳ受信機１４０は、その
３次元位置を周知の方法で計算できる。
【００３７】
　図２は、本願の一実施形態のナビゲーション装置２００の電子構成要素を、ブロック構
成要素の形式で示す例示的な図である。尚、ナビゲーション装置２００のブロック図は、
ナビゲーション装置の全ての構成要素を含むものではなく、構成要素の多くの例を表すに
すぎない。
【００３８】
　ナビゲーション装置２００は、筐体（不図示）内に位置付けられる。筐体は、入力装置
２２０及び表示画面２４０に接続されるプロセッサ２１０を含む。入力装置２２０は、キ
ーボード装置、音声入力装置、タッチパネル、及び情報を入力するために利用される他の
任意の周知の入力装置のうちの少なくとも１つを含むことができ、表示画面２４０は、例
えばＬＣＤディスプレイ等の任意の種類の表示画面を含むことができる。好適な構成にお
いて、入力装置２２０及び表示画面２４０は、タッチパッド又はタッチスクリーン入力を
含む一体型入力表示装置に一体化され、その場合、ユーザは、複数の表示選択肢のうちの
１つを選択するか又は複数の仮想ボタンのうちの１つを操作するために、表示画面２４０
の一部分に接触するだけでよい。
【００３９】
　ナビゲーション装置は、たとえば可聴出力装置（例えば、ラウドスピーカ）のような、
出力装置２６０を含んでもよい。出力装置２６０がナビゲーション装置２００のユーザに
対して可聴情報を生成できるので、同様に、入力装置２４０が入力音声コマンドを受信す
るマイク及びソフトウェアを更に含むことができると理解される。
【００４０】
　ナビゲーション装置２００において、プロセッサ２１０は、接続２２５を介して入力装
置２２０に動作可能に接続され且つ入力装置２２０から入力情報を受信するように設定さ
れる。また、プロセッサ２１０は、情報を出力するために、表示画面２４０及び出力装置
２６０のうちの少なくとも一方に出力接続２４５を介して動作可能に接続される。更に、
プロセッサ２１０は、接続２３５を介してメモリ２３０に動作可能に接続され、接続２７
５を介して入出力（Ｉ／Ｏ）ポート２７０との間で情報を送受信するように更に構成され
る。この場合、Ｉ／Ｏポート２７０は、ナビゲーション装置２００の外部のＩ／Ｏ装置２
８０に接続可能である。メモリリソース２３０は、例えば、ランダムアクセスメモリ（Ｒ
ＡＭ）のような揮発性メモリと、例えばフラッシュメモリのような不揮発性メモリである
デジタルメモリを備える。外部Ｉ／Ｏ装置２８０は、例えばイヤホン等の外部聴音装置を
含んでもよいが、これに限定されない。更に、Ｉ／Ｏ装置２８０への接続は、例えばハン
ズフリー動作と音声起動動作との少なくとも一方のため、イヤホン又はヘッドフォンへの
接続のため、並びに／あるいは例えば移動電話への接続のためのカーステレオユニット等
の他の任意の外部装置への有線接続又は無線接続であってもよい。この場合、移動電話接
続は、ナビゲーション装置２００とインターネット又は例えば他の任意のネットワークと
の間のデータ接続を確立するためと、インターネット又は例えば他の任意のネットワーク
を介するサーバへの接続を確立するためとの少なくとも一方のために使用されてもよい。
【００４１】
　図２は、接続２５５を介するプロセッサ２１０とアンテナ／受信機２５０との間の動作
可能な接続を更に示す。この場合、アンテナ／受信機２５０は、例えばＧＰＳアンテナ／
受信機であってもよい。参照番号２５０で示されるアンテナ及び受信機は、図示のために
概略的に組み合わされるが、アンテナ及び受信機は、別個に位置する構成要素であっても
よく、アンテナは、例えばＧＰＳパッチアンテナ又はヘリカルアンテナであってもよいこ
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とが理解されるだろう。
【００４２】
　更に、図２に示す電子構成要素が従来の方法で電源（不図示）により電力を供給される
ことが当業者には理解されるだろう。当業者により理解されるように、図２に示す構成要
素の異なる構成が本願の範囲内で考えられる。例えば、図２に示す構成要素は、有線接続
と無線接続との少なくとも一方等を介して互いに通信状態にあってもよい。従って、本願
のナビゲーション装置２００の範囲は、ポータブル又はハンドヘルドナビゲーション装置
２００を含む。
【００４３】
　更に、図２のポータブル又はハンドヘルドナビゲーション装置２００は、例えば、自転
車、オートバイ、自動車、あるいは船舶等の車両に周知の方法で接続されるか又は「ドッ
キング」される。その場合、そのようなナビゲーション装置２００は、ポータブル又はハ
ンドヘルドナビゲーションとして使用するために、ドッキング場所から取り外し可能であ
る。
【００４４】
　次に、図３を参照すると、ナビゲーション装置２００は、デジタル接続（例えば、周知
のＢｌｕｅｔｏｏｔｈ技術を介するデジタル接続）を確立する不図示の移動装置（移動電
話、ＰＤＡ、及び移動電話技術を用いる任意の装置のうちの少なくとも１つ等）を介して
、サーバ３０２との「モバイル」あるいは電気通信のネットワーク接続を確立してもよい
。そうして、そのネットワークサービスプロバイダを介して、移動装置は、サーバ３０２
とのネットワーク接続を（例えば、インターネットを介して）確立できる。そのため、「
モバイル」ネットワーク接続は、情報に対する「リアルタイム」又は少なくとも非常に「
最新」のゲートウェイを提供するために、ナビゲーション装置２００（単体時、及び車載
走行時の少なくとも一方において移動可能であり且つ多くの場合移動している）とサーバ
３０２との間に確立される。
【００４５】
　例えばインターネット（ワールドワイドウエブのような）を使用して、移動装置（サー
ビスプロバイダを介する）とサーバ３０２等の別の装置との間にネットワーク接続を確立
することは、周知の方法で行われうる。これは、例えばＴＣＰ／ＩＰ層プロトコルの使用
を含む。移動装置は、ＣＤＭＡ、ＧＳＭ、ＷＡＮ等の任意の数の通信規格を利用できる。
【００４６】
　そのため、例えば移動電話又はナビゲーション装置２００内の移動電話技術を介するデ
ータ接続を介して達成されるインターネット接続が利用されてもよい。この接続の場合、
サーバ３０２とナビゲーション装置２００との間のインターネット接続が確立される。こ
れは、例えば、移動電話又は他の移動装置及びＧＰＲＳ（汎用パケット無線サービス）接
続（ＧＰＲＳ接続は、通信会社により提供される移動装置用高速データ接続であり、ＧＰ
ＲＳはインターネットへの接続方法である）を介して行われうる。
【００４７】
　更に、ナビゲーション装置２００は、移動装置とのデータ接続を完成し、例えば既存の
Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ技術を介して周知の方法でインターネット及びサーバ３０２とのデー
タ接続を最終的に完成する。この場合、例えばデータプロトコルは、ＧＳＭ規格に対する
データプロトコル規格であるＧＳＲＭ等の任意の数の規格を利用できる。
【００４８】
　ナビゲーション装置２００は、ナビゲーション装置２００自身の中に、自身の移動電話
技術を含んでもよい（例えばアンテナを含み、あるいはオプションとしてナビゲーション
装置２００の内部アンテナを代わりに用いて）。ナビゲーション装置２００内の移動電話
技術は、上述のような内部構成要素を含むことができ、且つ／又は例えば必要な移動電話
技術とアンテナとの少なくとも一方を備える挿入可能なカード（例えば、、ＳＩＭ（加入
者識別モジュール）カード）を含むことができる。そのため、ナビゲーション装置２００
内の移動電話技術は、任意の移動装置の方法と同様の方法で、例えばインターネットを介
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して、ナビゲーション装置２００とサーバ３０２との間にネットワーク接続を同様に確立
できる。
【００４９】
　ＧＲＰＳ電話設定の場合、移動電話の機種、製造業者等の多様な範囲に関して正しく動
作するために、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ対応の装置が使用されてもよく、機種／製造業者専用
設定は、例えばナビゲーション装置２００に格納されてもよい。この情報のために格納さ
れたデータは更新されうる。
【００５０】
　図３において、汎用通信チャネル３１８を介して、サーバ３０２と通信しているナビゲ
ーション装置２００が示されている。汎用通信チャンネルは、種々の異なる構成によって
実現可能である。通信チャネル３１８を介する接続がサーバ３０２とナビゲーション装置
２００との間に確立される場合、サーバ３０２及びナビゲーション装置２００は通信可能
である（尚、そのような接続は、移動装置を介するデータ接続、インターネットを介する
パーソナルコンピュータを介する直接接続等である）。
【００５１】
　サーバ３０２は、図示しない他の構成要素に加えて、メモリ３０６に動作可能に接続さ
れ且つ有線又は無線接続３１４を介して大容量データ記憶装置３１２に動作可能に更に接
続されるプロセッサ３０４を含む。更に、プロセッサ３０４は、通信チャネル３１８を介
してナビゲーション装置２００と情報の送受信を行うために、送信機３０８及び受信機３
１０に動作可能に接続される。送受信される信号は、データ信号、通信信号及び又は他の
伝搬信号を含んでもよい。送信機３０８及び受信機３１０は、ナビゲーション装置２００
の通信設計において使用される通信条件及び通信技術に従って選択又は設計されてもよい
。尚、送信機３０８及び受信機３１０の機能は、信号送受信機に組み合わされてもよい。
【００５２】
　サーバ３０２は、大容量記憶装置３１２に更に接続される（又は、大容量記憶装置３１
２を含む）。尚、大容量記憶装置３１２は、通信リンク３１４を介してサーバ３０２に結
合されてもよい。大容量記憶装置３１２は、ナビゲーションデータ及び地図情報のストア
を含む。また、大容量記憶装置３１２は、サーバ３０２とは別個の装置であってもよく、
サーバ３０２に組み込まれてもよい。
【００５３】
　ナビゲーション装置２００は、通信チャネル３１８を介してサーバ３０２と通信するよ
うに構成され、図２に関して上述したように、プロセッサ、メモリ等を含み、更に、通信
チャネル３１８を介して信号及び／又はデータを送出する送信機３２０及び受信する受信
機３２２を含む。尚、これらの装置は、サーバ３０２以外の装置と通信するためにも使用
される。更に、送信機３２０及び受信機３２２は、ナビゲーション装置２００の通信設計
において使用される通信条件及び通信技術に従って選択又は設計され、送信機３２０及び
受信機３２２の機能は、単一の送受信機に組み合わされてもよい。
【００５４】
　サーバメモリ３０６に格納されるソフトウェアは、プロセッサ３０４に命令を提供し、
サーバ３０２がナビゲーション装置２００にサービスを提供できるようにする。サーバ３
０２により提供される１つのサービスは、ナビゲーション装置２００からの要求の処理及
び大容量データ記憶装置３１２からナビゲーション装置２００へのナビゲーションデータ
の送信を含む。サーバ３０２により提供される別のサービスは、所望のアプリケーション
に対する種々のアルゴリズムを使用したナビゲーションデータの処理及びナビゲーション
装置２００へのこれらの計算の結果の送出を含む。
【００５５】
　一般に、通信チャネル３１８は、ナビゲーション装置２００とサーバ３０２とを接続す
る伝搬媒体又はパスを表す。サーバ３０２及びナビゲーション装置２００の双方は、通信
チャネルを介してデータを送信する送信機及び通信チャネルを介して送信されたデータを
受信する受信機を含む。
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【００５６】
　通信チャネル３１８は、特定の通信技術に限定されない。更に、通信チャネル３１８は
、単一の通信技術に限定されない。すなわち、チャネル３１８は、種々の技術を使用する
複数の通信リンクを含んでもよい。例えば、通信チャネル３１８は、電気通信、光通信、
及び電磁通信のうちの少なくとも１つ等のためのパスを提供するように構成されることが
できる。そのため、通信チャネル３１８は、電気回路、ワイヤ及び同軸ケーブル等の電気
導体、光ファイバケーブル、コンバータ、無線周波数（ＲＦ）波、大気、空間等のうちの
１つ又はそれらの組み合わせを含むが、それらに限定されない。更に、通信チャネル３１
８は例えば、ルータ、リピータ、バッファ、送信機及び受信機等の中間装置を含むことが
できる。
【００５７】
　一つの例示的な構成において、通信チャネル３１８は、電話及びコンピュータネットワ
ークを含む。更に、通信チャネル３１８は、無線周波数、マイクロ波周波数、赤外線通信
等の無線通信に適応できてもよい。更に、通信チャネル３１８は衛星通信に適応できる。
【００５８】
　通信チャネル３１８を介して送信される通信信号は、所定の通信技術に必要とされるか
又は望まれる信号を含むが、それらに限定されない。例えば、信号は、時分割多元接続（
ＴＤＭＡ）、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）、グロー
バル・システム・フォー・モバイル・コミュニケーションズ(Global System for Mobile 
Communications)（ＧＳＭ）等のセルラ通信技術において使用されるように構成されても
よい。デジタル信号及びアナログ信号の双方が通信チャネル３１８を介して送信できる。
これらの信号は、通信技術にとって望ましい変調信号、暗号化信号、及び圧縮信号のうち
の少なくとも１つであってもよい。
【００５９】
　サーバ３０２は、無線チャネルを介してナビゲーション装置２００によりアクセス可能
なリモートサーバを含む。サーバ３０２は、ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）、ワ
イドエリアネットワーク（ＷＡＮ）、仮想プライベートネットワーク（ＶＰＮ）等に位置
するネットワークサーバを含んでもよい。
【００６０】
　サーバ３０２は、デスクトップ又はラップトップコンピュータ等のパーソナルコンピュ
ータを含んでもよく、通信チャネル３１８は、パーソナルコンピュータとナビゲーション
装置２００との間に接続されるケーブルであってもよい。あるいは、パーソナルコンピュ
ータは、ナビゲーション装置２００とサーバ３０２との間に接続されて、サーバ３０２と
ナビゲーション装置２００との間にインターネット接続を確立してもよい。あるいは、イ
ンターネットを介してナビゲーション装置２００をサーバ３０２に接続するために、移動
電話又は他のハンドヘルド装置がインターネットへの無線接続を確立してもよい。
【００６１】
　ナビゲーション装置２００は、情報ダウンロードを介してサーバ３０２から情報を与え
られてもよい。情報は、ユーザがナビゲーション装置２００をサーバ３０２に接続する場
合に自動的に周期的に更新されてもよく、且つ／又は例えば無線移動接続装置及びＴＣＰ
／ＩＰ接続を介してサーバ３０２とナビゲーション装置２００との間に接続がより継続し
て又は頻繁に確立される場合に更に動的に更新されてもよい。多くの動的計算のために、
サーバ３０２内のプロセッサ３０４が大量の処理要求を処理するために使用されてもよい
。しかし、ナビゲーション装置２００のプロセッサ２１０も同様に、多くの場合において
はサーバ３０２への接続に関係なく、多くの処理及び計算を処理できる。
【００６２】
　図２に示す様に、ナビゲーション装置２００はプロセッサ２１０、入力装置２２０、表
示画面２４０を含む。入力装置２２０及び表示画面２４０は、例えばタッチパネルスクリ
ーンを介して情報（直接入力、メニュー選択など）を入力すること及び情報を表示するこ
ととの両方を可能にするために、一体型入力表示装置に統合される。このようなスクリー
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ンは、当業者には周知のものであるように、例えばタッチ入力ＬＣＤスクリーンであって
もよい。更に、ナビゲーション装置２００は、例えばオーディオ入力／出力装置などの、
更なる任意の入力装置２２０と更なる任意の出力装置２４１との少なくとも一方を有して
も良い。
【００６３】
　図４Ａ及び図４Ｂは、ナビゲーション装置２００の斜視図を示している。図４Ａに示す
ように、ナビゲーション装置２００は、一体型入力表示装置２９０（例えばタッチパネル
画面）と図２の他の構成要素（内蔵ＧＰＳ受信機２５０、マイクロプロセッサ２１０、電
源、メモリシステム２２０などを含むがこれらに限定されない）を含むユニットであって
も良い。
【００６４】
　ナビゲーション装置２００は、アーム２９２上に備え付けられても良い。このアーム２
９２は、大きな吸着カップ２９４を用いて、車両のダッシュボード／窓／等に固定されて
も良い。このアーム２９２は、ナビゲーション装置２００がドッキング可能なドッキング
ステーションの一例である。
【００６５】
　図４Ｂに示すように、ナビゲーション装置２００は、例えば、アーム２９２に対してナ
ビゲーション装置２９２をスナップ接続することで、ドッキングステーションのアーム２
９２にドッキング若しくは接続することができる。図４Ｂにおける矢印で示すように、ナ
ビゲーション装置２００は、アーム２９２上で回転可能である。ナビゲーション装置２０
０とドッキングステーションとの間の接続を解除するためには、例えば、ナビゲーション
装置２００上のボタンを押下すればよい。ドッキングステーションへのナビゲーション装
置の着脱を行うための他の等価的に適用が可能な構成は、当業者には周知である。
【００６６】
　次に添付図面の図５を参照すると、メモリリソース２３０は、機能的ハードウェア構成
要素４６０によって実行するためのオペレーティングシステム４７０をメモリリソース２
３０からロードするために、プロセッサ２１０により実行されるブートローダプログラム
（図示せず）を格納する。上記メモリリソースはアプリケーションソフトウェア４８０が
実行可能な環境を提供するものである。オペレーティングシステム４７０は、機能的ハー
ドウェア構成要素４６０を制御する役割を果たし、アプリケーションソフトウェア４８０
と機能的ハードウェア構成要素４６０との間に常駐する。アプリケーションソフトウェア
４８０は、ナビゲーション装置２００の基本機能、例えば、地図閲覧、経路計画、ナビゲ
ーション機能及びこれらの機能に関連付けられた他の任意の機能をサポートするＧＵＩを
含む動作環境を提供する。本発明の推奨実施形態によれば、上記機能性の一部は空き駐車
場通知モジュール４９０を備える。以下の図と関連して次にこのモジュールの機能性につ
いて詳述する。
【００６７】
　空き駐車場通知モジュール４９０は、利用可能な駐車場についてユーザに動作可能に通
知するか、無線で受信した情報に基づいて利用可能な駐車場を目的地として選択する。空
き駐車場通知モジュール４９０は、例えば表示装置２４０に表示された地図上に、最近空
きが出た駐車場の所在地を示す可視表示を動的に提供することができる。いくつかの実施
形態では、この可視表示はその駐車場に空きが出たかのがどのくらい最近であるかを示す
表示を含むことができる。この表示は、利用可能になったのがどのくらい最近であるかを
示すテキスト表示とカラー表示の少なくともいずれかの形の表示であってもよい。上記と
は別にあるいは上記に加えて、空き駐車場通知モジュール４９０は最近空きが出た駐車場
の所在地を目的地の所在地として選択することができる。
【００６８】
　駐車場通知モジュールは、該モジュールがナビゲーション装置の現在地から所定の距離
の範囲内にあるとき、最近空きが出た駐車場の所在地を目的地の所在地として選択するこ
とができる。空きが出た駐車場に関する情報は、ナビゲーション装置のような車両搭載型
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装置から、あるいは、車両が駐車場をいつ空けたかを検出するセンサを含むシステムから
提供されてもよい。
【００６９】
　車両搭載型装置は、この装置が所在地を検知した車両が駐車スペースをいつ出ていくか
を判定するように構成される。これに応答して、車両搭載型装置は１以上のナビゲーショ
ン装置に利用可能な駐車スペースを通知する。いくつかの実施形態では車両搭載型装置は
ナビゲーション装置２００である。しかし、車両搭載型装置はまた、車両監視装置、道路
通行料監視装置、又は車両の所在地を監視し、かつ、通信リソースにアクセスすることが
可能な他の任意の装置のような別の種類の装置であってもよい。この車両搭載型装置はま
た、ポータブルナビゲーション装置のような車両に配置された携帯機器であってもよい。
この装置の空き駐車場通知モジュール４９０は、車両が駐車場をいつ空けるか、あるいは
、最近いつ駐車場を空けたかを判別するように構成される。駐車場に空きが生じると、空
き駐車場通知モジュール４９０は１以上のナビゲーション装置２００にその旨を通知する
よう構成される。この通知は、通信チャネル３１８を介してサーバ３０２へ伝送されても
よいし、１以上のナビゲーション装置２００へ直接伝送されてもよい。この通知は、サー
バを介して送信を行うか、直接送信を行うかのいずれかの態様で通知を送信する装置を用
いて、通信可能なすべてのナビゲーション装置２００へ送信されてもよい。或いは、通知
は通信可能なナビゲーション装置２００のサブセットへ送信されてもよい。このサブセッ
トは、通知を送信する装置から所定の距離の範囲内にあるナビゲーション装置２００であ
ってもよい。或いは、サブセットは１以上の所定のナビゲーション装置２００であっても
よい。
【００７０】
　駐車管理システムは、車両が対応する駐車場に駐車している時点を検出するための１以
上のセンサを備えてもよい。システムの制御ユニットは、車両が対応する駐車場に駐車さ
れているかどうかを示す個々のセンサから情報を受信する。車両が駐車場を出たり、駐車
場が利用可能である旨をシステムが判別したりするステップに応じて、制御ユニットは駐
車場の利用可能性を示す信号を送信するように構成される。この信号は、１以上のナビゲ
ーション装置の駐車場通知モジュールによって受信されたり、１以上のナビゲーション装
置の駐車場通知モジュールへ通信されたりしてもよい。これに応答して、駐車場通知モジ
ュールは、最近空きが出た駐車場の所在地を示す可視表示を行ったり、最近空きが出たり
、利用可能になったりした駐車場の所在地を目的地の所在地として選択したりすることが
可能となる。
【００７１】
　次に空き駐車場通知モジュール４９０の実施形態の動作について詳細に説明する。空き
駐車場通知モジュール４９０は、利用可能な駐車場を発見するためにナビゲーション装置
２００のユーザを補助するように動作する。利用可能な駐車場は、１以上の駐車場の地図
上の所在地を示す受信済みの駐車場利用可能メッセージから空き駐車場通知モジュール４
９０によって決定される。この駐車場利用可能メッセージは、ナビゲーション装置のよう
な車両搭載型装置から直接受信されてもよいし、あるいは、以下で説明するようなサーバ
コンピュータから受信されてもよい。
【００７２】
　図６を参照すると、利用可能な駐車場の表示を提供する駐車モードの第１の実施形態に
おいて動作するナビゲーション装置２００の表示装置２４０のスクリーンショットが示さ
れている。この駐車モードでは、ナビゲーション装置２００は、装置２００の現在地を表
す地図情報６１０を表示装置２４０上に表示するように構成される。アイコン６２０はナ
ビゲーション装置２００の現在地を示す。このアイコンは、装置の現在地の近辺にある現
在の道路及び周辺道路の地図情報６１０、並びに、同様に表示されている他の地図特徴の
表示の、中央に配置される。ナビゲーション情報６３０は表示された地図情報の下にある
ステータスバーに表示される。ナビゲーション情報６３０には、ユーザが行う必要のある
次の方向転換までの現在の道路からの距離と、特定の種類の方向転換（例えば左折や右折
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）を連想させるアイコンと、現在の道路の名称及び現在の旅行に関する別の種々の情報と
、ナビゲーション装置２００により受信される衛星放送信号の強度の表示とが含まれる。
ディスプレイ２４０は、複数の記号６４０、６５０、６６０、６７０を用いて、ナビゲー
ション装置２００の現在地の近辺にある利用可能な駐車場の所在地をさらに示す。個々の
記号６４０、６５０、６６０、６７０は、記号が駐車場の利用可能性を通知している旨の
表示を含み、この利用可能性は、本例では、文字Ｐと、駐車場が利用可能になってからの
時間表示とによって示される。図６においては、当該駐車場が利用可能になってからの時
間を特定するテキストのラベル付けによって、当該駐車場が利用可能になってからの時間
表示が提供されている。しかし、この表示は、記号の色を変えることなどによって別様に
ても提供され得るものである。例えば、最近利用可能になった駐車場を緑色で示すように
してもよく、この緑色は、時間の経過と共に退色したり、赤色に変化したりする。当該駐
車場が利用可能になってからの時間表示は、この駐車場がまだ利用可能である可能性がど
の程度なのかをユーザが確証するのに役立つ。駐車場の利用可能性を示す記号は、所定時
間後にディスプレイ２４０から取り除くようにしてもよい。これはディスプレイが乱雑に
なるのを防ぐためであると共に、駐車場がもはや利用できなくなっていることが想定され
る場合もあるという理由のためである。上記所定時間はナビゲーション装置の現在地に応
じて決めてもよい。例えば、都市においては、この所定時間は、５分などのような相対的
に短い時間にしてもよいのに対して、小さな町では、所定時間は１０分又は１５分のよう
なより長い時間にしてもよい。図６にさらに示すように、ディスプレイは、利用可能な駐
車場のうちの１つまでユーザを経路に沿って案内するための目に見える指示６８０を提供
する。上記経路計画の対象となった利用可能な駐車場６４０は、空き駐車場通知モジュー
ル４９０により自動的に決定されてもよいし、あるいは、表示された駐車通知６４０、６
５０、６６０、６７０のうちの１つを選択する表示装置２４０上で受け付けられるタッチ
入力のような適切なユーザ入力によってユーザにより選択されてもよい。
【００７３】
　図７は、受信した駐車場利用可能メッセージに応答して、駐車モードの第２の実施形態
で動作するナビゲーション装置２００の表示装置２４０に表示された画像項目７００を例
示する図である。上述したように、駐車場利用可能メッセージは、空きが出た駐車場の所
在地と、駐車場が空きになった時刻とを示すものである。本発明のこの実施形態では、空
き駐車場通知モジュール４９０は、新しく空きが出た旨の駐車場利用可能メッセージをナ
ビゲーション装置２００が受信した旨を示す可視表示を表示装置上に表示するように構成
される。この可視表示は、「ポップアップ」、すなわち駐車場利用可能メッセージの受信
を示すダイアログボックス７００の形で表される。本実施形態では、表示７００は、例え
ば「新たに利用できる駐車場です！」というテキストでもって、受信された駐車場利用可
能メッセージをユーザへ伝える情報を含む。いくつかの実施形態では、ダイアログボック
ス７００は、ナビゲーション装置２００の現在地から、駐車場利用可能メッセージで特定
された駐車場までの距離を示す距離情報７１０と、駐車場に空きが生じてからの時間を示
す時間情報７２０とのうちの少なくともいずれかの情報をさらに有する。いくつかの実施
形態では、ユーザが経路案内のために目的地の所在地として選択するのに用いるグラフィ
ック制御７３０をダイアログボックスの中に含め、その選択操作に応じてナビゲーション
装置２００がユーザをその駐車場へ向かわせるようにしてもよい。しかし、別の実施形態
では、例えば駐車場が、現在地から所定の距離又は所定の移動時間の範囲内に存在するか
、前回選択した駐車場よりも現在地に近い場所に存在するなどの１以上の所定の基準を満
たす場合に、目的地の所在地として空き駐車場通知モジュール４９０により駐車場が自動
的に選択されるようにしてもよい。
【００７４】
　図８は、本発明の実施形態に係る利用可能な駐車場のナビゲーション装置を通知するシ
ステム８００を例示する図である。このシステムは、以上詳述したように通信チャネルを
介して第１のナビゲーション装置８２０と通信可能に結合されたサーバ８１０を備えるも
のである。サーバ８１０は１以上のさらなるナビゲーション装置８３１～８３６とも通信
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可能に結合されている。第１のナビゲーション装置８２０は、空き駐車場通知モジュール
４９０を備えると共に、ナビゲーション装置のグループを形成する上記ナビゲーション装
置８３１～８３６と同一の装置であってもよい。
【００７５】
　第１のナビゲーション装置８２０の空き駐車場通知モジュール４９０は、駐車スペース
を出ていく車両の内部にある第１のナビゲーション装置８２０の所在地をいつ検知したか
、すなわち最近いつ駐車スペースを出たかの判定を行うように構成される。駐車スペース
から出ていく車両内のナビゲーション装置８２０の所在地をいつ検知したかの判定は以下
に説明するような複数の異なる方法で行うことが可能である。
【００７６】
　１つの実施形態では、ナビゲーション装置８２０が停止された場所と同一の場所で電源
がオンにされると、空き駐車場通知モジュール４９０はナビゲーション装置８２０が車両
内に存在すると判定することができる。この判定は、ナビゲーション装置８２０が駐車さ
れた車両内にあること、すなわちナビゲーション装置８２０が停止され、次いで、車両が
移動を開始する前に同じ場所で電源がオンにされたことを示すことになる。さらに、上記
の判定は、ナビゲーション装置８２０が停止される前に例えば時速２０ｋｍのような所定
の速度よりも大きな速度で以前にその場所まで移動した旨を空き駐車場通知モジュール４
９０が判定することにより裏づけることができる。別の実施形態では、ナビゲーション装
置８２０は、圧力スイッチのような手段を設けて、該装置がドッキングステーションのア
ーム２９２といつドッキングされたかを検出するようにしてもよく、この検出によって上
記装置８２０が車両のフロントガラスに取り付けられていることが示される。別の実施形
態では、空き駐車場通知モジュール４９０は、ナビゲーション装置８２０の現在地を格納
されている地図データと比較して、現在地が駐車エリア内に存在することを判定するよう
にしてもよい。さらに別の実施形態では、空き駐車場通知モジュール４９０は外部のソー
スから電力がいつナビゲーション装置８２０に供給されるかを判定してもよく、この判定
によって空き駐車場通知モジュール４９０が車両内に取り付けられていることが示される
ことになる。別の実施形態では、空き駐車場通知モジュール４９０は、ユーザがナビゲー
ション装置８２０で経路計画をたて、時速２０ｋｍのような所定の速度よりも大きな速度
でその計画がたてられた場所からナビゲーションが離れていく場合に、移動を開始した車
両の中に空き駐車場通知モジュール４９０が存在することを示していると判定する。さら
に別の実施形態では、空き駐車場通知モジュール４９０は、ナビゲーション装置８２０が
、車両のブルートゥースオーディオ装置や車両の（ＣＡＮバスなどの）情報バスのような
車両の電子システムと通信を行うことができる場合、ナビゲーション装置８２０が車両内
に存在すると判定するように構成される。後者の実施形態の場合、空き駐車場通知モジュ
ール４９０は、エンジンの開始／停止、ドアのロック／アンロック、手動ブレーキのオン
／オフ等のような情報を示す、ＣＡＮバスを介して受信した情報から、ナビゲーション装
置が駐車中の車両内に配置されていることを判定することができる。このような情報は、
車両が駐車している場合と、交通渋滞や信号機や橋などで待機して単に停止している場合
との識別を行うのに有用な情報となり得る。別の実施形態では、エンジンが動いている車
両にナビゲーション装置が配置されていることを判定するために、ナビゲーション装置２
００のマイク２２０から受信したオーディオデータの解析が行われる。上記実施形態のい
ずれも組み合わせることが可能であり、その組み合わせによってナビゲーション装置８２
０が車両内に存在している時点を判定する信頼度のレベルが高められる。好適には、ナビ
ゲーション装置２００が駐車スペースを出るところであるとか、駐車スペースから出たと
ころであるということを判定する空き駐車場通知モジュール４９０によって、当該駐車ス
ペースにおける車両の存否を判定する物理センサを装備していない駐車スペースの利用可
能性をユーザに通知することを可能とすることが望ましい。
【００７７】
　ナビゲーション装置８２０が車両内に存在する旨の判定が空き駐車場通知モジュール４
９０によって行われ、かつ、ナビゲーション装置８２０の現在地の変更が始まるとすぐに
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、空き駐車場通知モジュール４９０は利用可能な駐車場についてのメッセージ８２５をサ
ーバ８１０へ送信するように構成され、これにより駐車場が利用可能になったことが示さ
れる。メッセージ８２５は、利用可能な駐車場の所在地（例えばナビゲーション装置８２
０の所在地が駐車中の車両内で検知されたことが空き駐車場通知モジュール４９０により
判定された場所）を特定する情報を含んでもよいし、さらに、該メッセージは、駐車場が
利用可能になった時刻も示すようにしてもよい。さらに、いくつかの実施形態ではメッセ
ージは利用可能な複数の駐車場を示してもよい。本例では、上記メッセージは単一の駐車
場に空きが生じた、すなわち利用可能であること、を示すようになっている。
【００７８】
　ナビゲーション装置８２０から駐車場利用可能メッセージ８２５を受信すると、サーバ
８１０は、通信チャネル３１８を介して、駐車場利用可能メッセージ８３０を個々のナビ
ゲーション装置８３１～８３６へ送信することによって、ナビゲーション装置８３１～８
３６のグループに利用可能になった駐車場を通知するように構成される。駐車場通知メッ
セージ８３０は第１のナビゲーション装置８２０により生成され、かつ、サーバ８１０に
より受信されたメッセージのコピーであってもよい。ナビゲーション装置８３１～８３６
へ送信された駐車場利用可能メッセージ８３０は駐車場の所在地を示し、かつ、その駐車
場が利用可能になった時刻を示すようにしてもよい。
【００７９】
　駐車場が利用可能である旨の通知メッセージ８３０の受信に応じて、ナビゲーション装
置８３１～８３６の各々は、受信した駐車場通知メッセージに含まれている情報をメモリ
２３０に格納する。いくつかの実施形態では、利用可能な駐車場の所在地がナビゲーショ
ン装置８３１～８３６の現在地から所定の距離以上のところに在る場合、駐車場利用可能
メッセージ８３０はナビゲーション装置により破棄されてもよい。ユーザがその後ナビゲ
ーション装置８３１～８３６の駐車モードを起動させた場合、空き駐車場通知モジュール
４９０は、図６を参照しながら説明したように、ナビゲーション装置の近辺にある利用可
能な駐車場の表示を表示するように構成される。空き駐車場通知モジュール４９０が所定
の時間量の範囲内で利用可能になった駐車場のみを表示するように構成されている場合、
個々の駐車場が利用可能になった時刻を示す駐車場利用可能メッセージ内の情報を利用し
て、表示装置２４０上に示すべき駐車場が特定されるようにしてもよい。
【００８０】
　図８を参照しながら説明した実施形態には駐車場利用可能メッセージをナビゲーション
装置８３１～８３６へ配信するサーバ８１０が含まれてはいるが、サーバ８１０を必要と
しない本発明の実施形態が予見され得る。これらの実施形態では、個々のナビゲーション
装置８２０、８３１～８３６は、別のナビゲーション装置８２０、８３１～８３６へ／か
ら無線によるデータの送受信を行うことが可能である。例えば、個々のナビゲーション装
置はＷｉＭＡＸ送信機／受信機ユニットを含んでもよい。本ケースでは、第１のナビゲー
ション装置８２０は、送信機／受信機ユニットを用いて、地方にある利用可能な駐車場に
ついてのメッセージを別のナビゲーション装置８３１～８３６へ直接送信するように構成
される。好都合なことに、上記構成により、駐車場から比較的近いナビゲーション装置８
３１～８３６のみへ駐車場利用可能メッセージ８３０が伝送されることが保証される。
【００８１】
　図９は、図８を参照しながら前述のものと同様の、サーバ９１０、第１のナビゲーショ
ン装置９２０、サーバと第１のナビゲーション装置９２０間の通信チャネル９２５、並び
に、通信チャネル９３０を介してサーバと通信を行う複数の別のナビゲーション装置９３
１～９３６を備えたあるシステムを示す図である。前述したように、第１のナビゲーショ
ン装置９２０の空き駐車場通知モジュール４９０は、駐車場から出て行く車両の内部にあ
るナビゲーション装置９２０の所在地が検知された時点を判定すると共に、駐車場利用可
能メッセージをサーバ９１０へ送信するように構成される。しかし、これらの実施形態で
は、サーバ９１０と通信可能に結合されたナビゲーション装置９３１～９３６のうちのい
くつかのみに対して利用可能な駐車場が通知される。
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【００８２】
　１つの実施形態では、サーバ９１０は、複数のナビゲーション装置９３１～９３６のう
ちのどの装置に対して駐車場利用可能メッセージ９３０を送信するかを個々のナビゲーシ
ョン装置９３１～９３６の現在地に基づいて決定する。ナビゲーション装置のグループ９
３１～９３６の各装置は、自分の現在地を示す場所情報をサーバ９１０へ周期的に伝送し
て、例えば、個々のナビゲーション装置９３１～９３６の近辺に関連する道路交通情報の
提供を可能にするように構成される。場所情報を利用することによって、サーバ９１０は
、ナビゲーション装置９３１～９３６の各装置と、第１のナビゲーション装置９２０から
サーバが受信した駐車場利用可能メッセージの中で特定された駐車場の所在地との間の、
相対的な距離を決定するように構成される。この距離が所定の距離未満であれば、サーバ
９１０は、駐車場利用可能メッセージを当該ナビゲーション装置へ送信し、それによって
、駐車場から所定の距離の範囲内にあるナビゲーション装置のみへこのメッセージが通知
されるように構成される。図９に示される例では、ナビゲーション装置９３１、９３４及
び９３５が、利用可能な駐車場から所定の距離の範囲内に存在することがサーバ９１０に
よって判定されている。そのため、サーバ９１０は駐車場利用可能メッセージ８３０をナ
ビゲーション装置のみへ伝送するが、利用可能な駐車場から所定の距離以上のところに在
るその他のナビゲーション装置９３２、９３３、９３６へはこのメッセージは伝送されな
い。
【００８３】
　図９を再び参照しながら、駐車場利用可能メッセージ９３０がサーバ９１０によってナ
ビゲーション装置９３１～９３６のサブセットのみへ送信される本発明の別の実施形態に
ついて以下説明する。
【００８４】
　１つの実施形態では、第１のナビゲーション装置９２０によってサーバ９１０へ送信さ
れる駐車場利用可能メッセージ９２５には民間の駐車場グループ識別番号（private park
ing group identification number: ＰＰＧＩＤ）がさらに含まれている。サーバ９１０
によりＰＰＧＩＤを利用して、サーバ９１０が送信するべき駐車場利用可能メッセージ９
３０の送信先である１以上のナビゲーション装置が特定される。サーバ９１０は、１以上
のナビゲーション装置を特定するナビゲーション装置グループデータベースをＰＰＧＩＤ
と共に格納する。第１のナビゲーション装置９２０から駐車場利用可能メッセージ９２５
を受信すると、サーバ９１０は、ナビゲーション装置グループデータベースの中から当該
ＰＰＧＩＤに属するナビゲーション装置を決定すると共に、その駐車場利用可能メッセー
ジをそれらナビゲーション装置９３１、９３４、９３５のみへ送信するように構成される
。この構成は、例えば上記駐車場が複数のユーザにより使用される民営の駐車場である場
合には役立つ構成となる。１人のユーザが民営の駐車場から出るとすぐに、その利用可能
性は駐車場の別の正規ユーザのみへ伝送される。第１のナビゲーション装置９２０に格納
された地図データは、その駐車場を民営のものとして特定することが可能であると共に、
民営の駐車場から出て行く第１のナビゲーション装置９２０の所在位置が検知された車両
に応じて、空き駐車場通知モジュール４９０は、当該駐車場にとって適切なＰＰＧＩＤを
含む駐車場利用可能メッセージを送信するように構成される。
【００８５】
　代替の実施形態では、第１のナビゲーション装置９２０は、前の実施形態の場合のよう
な駐車場が民営のものであるか否かにかかわりなく、駐車場利用可能メッセージ９２５を
サーバ９１０へ送信するように構成される。サーバ９１０は、民営駐車場の所在地及び個
々の駐車場に対応する１以上のナビゲーション装置９３１、９３４、９３５を示す地図デ
ータをメモリ３０６に格納する。第１のナビゲーション装置９２０から駐車場利用可能メ
ッセージ９２５を受信すると、サーバ９１０は、メッセージ９２５に示されている所在地
が民営の駐車場に対応しているかどうかを格納済みの地図データから判定するように構成
される。この所在地が民営の駐車場であれば、駐車場利用可能メッセージ９２５はその民
営の駐車場に対応する当該ナビゲーション装置９３１、９３４、９３５のみへサーバ９１
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０により送信される。
【００８６】
　図１０は、図８に示した実施形態と類似の本発明の別の実施形態を示す図である。シス
テム１０００はサーバ１０１０、車両搭載型装置１０２０及び複数のナビゲーション装置
１０３１～１０３６を備える。車両搭載型装置１０２０は、その現在地を判定することと
、駐車場利用可能メッセージ１０２５をサーバ１０１０へ送信することが可能な装置であ
る。このような車両搭載型装置は、例えば、車両所有者に警告するためや、車両が盗まれ
た場合の車両の所在位置に関するキュリティサービスのためや、道路利用料金を支払う目
的のためなどに利用される装置のような車両セキュリティ装置であってもよい。装置１０
２０は、この装置が装着されている車両が前述した空き駐車場通知モジュール４９０の場
合と同様に駐車場から出て行く時点を検出すると共に、駐車場通知メッセージ１０２５を
サーバ１０１０へ送信するように構成される。サーバ１０１０は、装置１０２０から通知
メッセージ１０２５を受信すると、図１０に示されているような、通信可能に結合されて
いるナビゲーション装置１０３１～１０３６のすべての装置へ駐車場通知メッセージ１０
３０を送信するか、或いは図９を参照しながら前述したようにナビゲーション装置のうち
のいくつかの装置のみへ駐車場通知メッセージ１０３０を送信するように構成される。
【００８７】
　図１１は、本発明の別の実施形態に係る方法１１００を示す図である。本実施形態では
、駐車を望むユーザが自分のナビゲーション装置２００において駐車モードを起動させる
。この起動に応答して、ナビゲーション装置は、ナビゲーション装置２００の現在地を含
む駐車要請メッセージをサーバ８１０、９１０、１０１０へ送信することによって、その
ナビゲーション装置のユーザの駐車意図を信号で送信する駐車モードが起動されているこ
とをサーバ８１０、９１０、１０１０に通知する。サーバ８１０、９１０、１０１０は、
前述した実施形態の場合のように、ナビゲーション装置２００から駐車場利用可能メッセ
ージを受信するように構成される。しかし、本実施形態では、サーバ８１０、９１０、１
０１０は、ユーザが駐車を望んでいるナビゲーション装置２００へ通知するべき駐車場を
選択するように構成される。すなわち、サーバ８１０、９１０、１０１０は、利用可能な
駐車場をナビゲーション装置２００へ選択的に通知する。そのため、すべてのナビゲーシ
ョン装置２００に対してあらゆる駐車場が通知されるわけではない。サーバ８１０、９１
０、１０１０は複数の車両が単一の駐車場に集中しないように通知対象の駐車場を選択す
る。すなわち、サーバ８１０、９１０、１０１０は通知すべき駐車場を選択し、それによ
って地理的エリア内での駐車を所望する車両が利用可能な駐車場にわたって分散されるよ
うにする。本方法はステップ１１１０から始まり、次いで、ステップ１１２０で、サーバ
８１０、９１０、１０１０は、駐車場から出ていくナビゲーション装置から駐車場利用可
能メッセージを受信する。ステップ１１３０で、サーバ８１０、９１０、１０１０は、駐
車を所望するユーザを持つ別のナビゲーション装置２００から駐車要請メッセージを受信
する。ステップ１１４０で、サーバ８１０、９１０、１０１０は、いずれのナビゲーショ
ン装置２００がその利用可能な駐車場の通知を受けるべきかを判定する。ナビゲーション
装置２００は、この装置が駐車場から所定の距離の範囲内に存在すれば、利用可能な駐車
場について通知を受けることになる。駐車場から所定の距離の範囲内にある複数のナビゲ
ーション装置２００が、サーバ８１０、９１０、１０１０へ駐車場要請メッセージを送信
した場合は、サーバ８１０、９１０、１０１０は、あまりに多数の車両が駐車場に到着し
ないようにするために、先着順に決定された（すなわち所定数未満の）ナビゲーション装
置２００のサブセットのみに通知するようにしてもよい。本方法はステップ１１６０で終
了する。
【００８８】
　図１２は、本発明の別の実施形態に係る、利用可能な駐車場をナビゲーション装置に通
知するシステム１２００を示す図である。システム１２００は、車両が対応する駐車場に
駐車される時点を検出するための１以上の検出器１２０１、１２０２を備える。検出器１
２０１、１２０２は車両の存否を検出できる任意の形の検出器であってもよい。これらの
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検出器は接触型又は非接触型検知装置であってもよい。例えば、光学的車両検知装置又は
電磁誘導ベースの検知装置を使用してもよい。検出器１２０１、１２０２は種々の検知技
術の組み合わせたものであってもよい。すなわち、個々の検出器１２０１、１２０２は同
じ技術のものである必要はない。個々の検出器１２０１、１２０２は対応する駐車場に車
両が存在しているかどうかを示す車両検出信号を出力するように構成される。この車両検
出信号は駐車管理サーバ１２１０により受信される。車両検知装置１２０１、１２０２か
ら車両検出信号を受信するサーバ１２１０は、駐車場が利用可能であるかどうかの判定を
行う。サーバ１２１０は多階の駐車場のような１以上の駐車施設において駐車管理を行う
ようにしてもよい。前述したように、受信した車両検出信号に基づく駐車スペースが利用
可能である旨の判定に応じて、サーバ１２１０は駐車場利用可能メッセージ１２２０を１
以上のナビゲーション装置１２３１、１２３２、１２３３へ送信するように構成される。
駐車場利用可能メッセージは、サーバ１２１０により管理されている駐車施設などの駐車
場所在地を特定すると共に、その施設内における駐車場の所在位置を特定することも可能
である。さらに、駐車場利用可能メッセージは、設備内で利用可能な複数の駐車場（すな
わちＸ個のスペースが利用可能な駐車場）を特定することも可能である。サーバ１２１０
は駐車場が利用可能な状態のままになっていれば、一定期間毎にメッセージ１２２０を再
送してもよいし、あるいは、設備内のいくつかの駐車場が利用可能になっている間に一つ
の駐車場が占有される度にメッセージ１２２０を再送してもよい。すなわち新たに送信さ
れるメッセージはＸ－１個の駐車場が利用可能状態になっていることが示されることにな
る。これに応答して、１以上のナビゲーション装置の駐車場通知モジュール（４９０）は
複数の利用可能な駐車場の対応する表示を表示装置上に表示するように構成される。いく
つかの実施形態では、サーバ１２１０は、駐車場所までの比較的短距離の範囲内に存在す
る上記ナビゲーション装置１２３１、１２３２、１２３３のみへ駐車場利用可能メッセー
ジ１２２０を送信するためにＷｉＭＡＸなどの相対的に短距離の通信信号を利用する。し
かし、別の実施形態では、サーバ１２１０はより多数のナビゲーション装置へ駐車場利用
可能メッセージを伝送し、この伝送によって個々のナビゲーション装置１２３１、１２３
２、１２３３は、１以上の基準に従って駐車場利用可能メッセージに応答すべきかどうか
の判定を行う。このようにして、ナビゲーション装置１２３１、１２３２、１２３３のユ
ーザは、管理された車両駐車施設において利用可能な駐車場について通知を受けることが
可能となる。
【００８９】
　上述の記載から、最近空きが出た駐車スペースに関する情報がユーザに提供されるか、
利用可能な駐車場へユーザが自動的に向けられるかの少なくともいずれかが行われる構成
を本発明の教示が提供するものであることは明らかである。
【００９０】
　以上、本発明の種々の側面及び実施形態について説明したが、本発明の範囲は、本明細
書に記載の特定の構成に限定されるのではなく、添付の請求の範囲の範囲内に含まれる全
ての構成、並びに、これらの構成に対する変更及び変形を含むように拡張されることが理
解されるであろう。
【００９１】
　例えば、前述の詳細な説明で説明した実施形態はＧＰＳを参照したものではあるが、ナ
ビゲーション装置は、ＧＰＳの代わりに（又は実際にＧＰＳに追加して）任意の種類の位
置判定技術を利用するものであってもよいことに留意されたい。例えば、ナビゲーション
装置は欧州のガリレオシステム等の他の全地球的航法衛星システムを利用したものであっ
てもよい。同様に、ナビゲーション装置は、衛星の利用に限定されず、地上ビーコン又は
装置が地理上の位置を判定できるようになっている他の任意の種類のシステムを利用して
も容易に機能することができる。
【００９２】
　これらの推奨実施形態はある特定の機能性をソフトウェアにより実現するものではある
が、その機能性はハードウェアにおいて（例えば１以上のＡＳＩＣ（特定用途向け集積回
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路）により）単独で同様に実現されてもよく、あるいは実際にハードウェアとソフトウェ
アとの組み合わせによって同様に実現されてもよいことも当業者には理解されるであろう
。そのため、本発明の範囲は、ソフトウェアの形での実現のみに限定されると解釈される
べきではない。
【００９３】
　最後に、添付の請求の範囲は本明細書において説明した特徴の特定の組み合わせを記載
するものではあるが、本発明の範囲は、以下に特許請求される特定の組み合わせに限定さ
れるのではなく、特定の組み合わせが添付の請求の範囲に現時点で特に記載されているか
否かに関わりなく、本明細書中で開示された特徴又は実施形態の任意の組み合わせをも含
むように拡張される。

【図２】 【図３】
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